
３． 実習に関する規定 

１）実習の構造と実習進度 

 （１）実習の構造と看護観・ケーススタディとの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）実習進度 

臨 地 実 習 

1 学 年 2 学 年 3 学 年 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

5～6 月 1 月 6～7 月、9 月 10 月  2 月 4 月 9 月 12 月 

専
門
分
野Ⅰ

 

基 礎 看 護 学 

基礎看護学実習Ⅰ       

基礎看護学実習Ⅱ       ※     

基礎看護学実習Ⅲ        ※    
  

専
門
分
野Ⅱ

 

  

老 年 看 護 学 
老年看護学実習Ⅰ     ※   

老年看護学実習Ⅱ               

成 人 看 護 学 

成人看護学実習Ⅰ 

成人看護学実習Ⅱ 

成人看護学実習Ⅲ 

   

 

      

 

  

    

 

 

    

小 児 看 護 学 小児看護学実習                 

母 性 看 護 学 母性看護学実習    
             

精 神 看 護 学 精神看護学実習    
           

統
合 

在 宅 看 護 論 在宅看護論実習              

統 合 看 護 統合看護実習      
     

                 ※‥実習成績評価時期 

 

 

看護観・ケーススタディ 

統合看護実習 

在宅看護論実習 

精神看護学実習 

基礎看護学実習 
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老年看護学実習 

成人看護学実習 

小児看護学実習 

母性看護学実習 


